
数学３ ６章 円の性質 「円周角と中心角」＜準備問題＞

組 番 名前

次の図の∠χの大きさを求めなさい。
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＜準備問題・解答＞数学３ ６章 円の性質 「円周角と中心角」

(１) ∠χ＝３６° (２) ∠χ＝３６°

(３) ∠χ＝１１０° (４) ∠χ＝１１４°

【 】解説

(１) 三角形の外角の性質から

∠χ＋４４°＝８０°

∠χ ＝３６°

(２) △ＡＢＣは二等辺三角形で，底角が等しいから

∠C＝７２°

∠χ＋７２°×２＝１８０°

∠χ＝３６°

(３) 多角形の外角の和は３６０°になるので

∠χ＋３８°＋８０°＋４２°＋９０°＝３６０°

∠χ＝１１０°

(４) ∠ＡＢＣ＋∠ＡＣＢ＝１８０°－４８°

＝１３２°

よって∠ＤＢＣ＋∠ＤＣＢ＝１３２°÷２

＝６６°

△ＤＢＣにおいて ∠χ＋６６°＝１８０°

∠χ＝１１４°となる。



数学３ ６章 円の性質 「円周角と中心角」＜基本問題＞

組 番 名前

１ 次の図の∠χの大きさを求めなさい。

(１) (２)

(３) (４)

２ 次の図の∠χの大きさを求めなさい。
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＜基本問題・解答＞数学３ ６章 円の性質 「円周角と中心角」

１ (１)∠χ＝３９° (２)∠χ＝５４° (３)∠χ＝８４° (４)∠χ＝１３０°

【解説】

(１) 円周角は中心角の半分なので

７８°÷２＝３９° A

(２) １つの弧に対する円周角は等しいので ∠χ＝５４°

(３) 中心角は円周角の２倍なので

４２°×２＝８４°

(４) 右の図のように、線分AOを引き二等辺三角形を

２つ作る。 C

二等辺三角形の底角は等しいので〇＝20°●＝45°

円周角と中心角の関係から B

∠χ＝（２０°＋４５°）×２＝１３０°

２ (１ ∠χ＝６４° (２)∠χ＝６０° (３)∠χ＝３０°（４）∠χ ＝ ３７°

【 】解説

(１) 直径に対する円周角なので，

∠ＡＢＣ＝９０°

よって，∠χ＝９０°－２６°＝６４°

(２) △ＡＰＯ≡△ＢＰＯより

∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＰ･･････①

⌒ＡＢに対する中心角なので，∠ＡＯＢ＝２４０°

よって，①より∠ＡＯＰ＝６０°なので

∠ＡＰＯ＝３０°となり，

∠ＡＰＢ＝∠χ＝６０°

⌒ ⌒(３) ＡＢ＝ＢＣ＝１：２より

∠ＡＯＢ：∠ＢＯＣ＝１：２

よって，∠ＡＯＢ＝６０°

∠ＡＤＢは，∠ＡＯＢの円周角であるから，

∠ＡＤＢ＝∠χ＝３０°

（４）右の図のように，ＡＣとＤＢの交点をＰとする。

∠ＢＡＣ＝∠ＢＤＣ＝６５°より４点ＡＢＣＤは，同じ円周上にある。

一方，∠ＣＰＢは△ＡＢＰの外角なので，

∠ＣＰＢ＝６５°＋３２°＝９７°

よって△ＣＰＢにおいて，

∠ＣＢＰ＝１８０°－４６°－９７°＝３７°

⌒
°また，ＣＤの円周角なので，∠ＣＢＤ＝∠ＣＡＤ＝３７
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数学３ ６章 円の性質 「円周角と中心角」＜応用問題＞

組 番 名前

１ 次の図で，点Ｐを通る円Ｏの接線を作図しなさい。ただし，作図で使用したコンパスのあとなど

は残しなさい。また，どのような図形の性質を用いて作図したか説明しなさい。

⌒ ⌒２ 次の図で，点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは円周上の点で，ＢＣ＝ＣＤであるとき，次の問いに答えなさい。

(１) △ＡＢＣ∽△ＡＰＤであることを証明しなさい。

(２) ＡＢ＝ＡＤ＝６㎝，ＡＣ＝９㎝のとき，線分ＡＰの長さを求めなさい。

また，どのようにして求めたか説明しなさい。
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＜応用問題・解答＞数学３ ６章 円の性質 「円周角と中心角」

１

説明

接点をＬ、Ｎとすると、接線と接点を通る

半径が垂直に交わることから、∠ＰＬＯ＝

∠ＰＮＯ＝９０°となる。

半円の弧に対する円周角は９０°なので、

ＰＯを直径とする円を描く （１）。

（１）の円と円Ｏとの交点が接点Ｌ、Ｎと

なるので、ＰＬ，ＰＮをひく。

【 】解説

① ２点Ｐ，Ｏを直線で結ぶ。

② ２点Ｐ，Ｏを中心として，交わるように半径の等しい弧を描く。

③ ２つの弧の交点どうしを直線で結び，線分ＰＯとの交点をＭとする。

， ， ， 。④ 点Ｍを中心 線分ＭＰを半径とする円を描き 円Ｏとの２つの交点をＬ Ｎとする

⑤ ２点Ｌ，Ｐ及び２点Ｎ，Ｐを結んだ直線が接線となる。

【ポイント】

線分ＰＯを直径とする円を描くと，半円の弧（直径）に対する円周角が９０°となる

ため，図のように∠ＰＬＯ，∠ＰＮＯが９０°となり，接線が決まる。

２ (１)【証明】

△ＡＢＣと△ＡＰＤにおいて

⌒ ⌒
ＢＣ＝ＣＤより

１つの円で，等しい弧に対する円周角は等しいので

∠ＢＡＣ＝∠ＰＡＤ …①

⌒
ＡＢの円周角なので

∠ＡＣＢ＝∠ＡＤＰ …②

よって，①，②より

２組の角がそれぞれ等しいので，

△ＡＢＣ∽△ＡＰＤ

（２）ＡＰ＝４㎝

【説明】 △ＡＢＣ∽△ＡＰＤより

辺の長さの比が等しいので

ＡＣ：ＡＤ＝ＡＢ：ＡＰ

９ ： ６ ＝ ６ ：ＡＰ

９ＡＰ＝６×６

９ＡＰ＝３６

ＡＰ＝４

よって，ＡＰ＝４ （㎝）
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